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(57)【要約】
【課題】柔軟性と十分な拡張径の得やすさの両立が可能 
なダイレータを提供する。
【解決手段】ダイレータ１は、基端から先端に向かって 
縮径するテーパ部２３と、テーパ部２３に隣接しかつ長 
軸方向に沿って延設された外径一定のストレート部２２ 
、２４と、を有するコアシャフト２１と、テーパ部２３ 
およびストレート部２２、２４の外周面上に設けられ、 
長軸方向に沿って隣り合う部分に隙間を有して螺旋状に 
延びる凸部３１と、を備える。凸部３１は、テーパ部２ 
３上に位置する第１凸部３２と、ストレート部２２、２ 
４上に位置する第２凸部３３、３４とを有し、第１凸部 
３２の剛性は、第２凸部３３、３４の剛性よりも低い。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　5　　ＯＬ　（全10頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 端 か ら 先 端 に 向 か っ て 縮 径 す る テ ー パ 部 と 、 前 記 テ ー パ 部 に 隣 接 し か つ 長 軸 方 向 に 沿  
っ て 延 設 さ れ た 外 径 一 定 の ス ト レ ー ト 部 と 、 を 有 す る コ ア シ ャ フ ト と 、
　 前 記 テ ー パ 部 お よ び 前 記 ス ト レ ー ト 部 の 外 周 面 上 に 設 け ら れ 、 前 記 長 軸 方 向 に 沿 っ て 隣  
り 合 う 部 分 に 隙 間 を 有 し て 螺 旋 状 に 延 び る 凸 部 と 、 を 備 え る 医 療 デ バ イ ス で あ っ て 、
　 前 記 凸 部 は 、 前 記 テ ー パ 部 上 に 位 置 す る 第 １ 凸 部 と 、 前 記 ス ト レ ー ト 部 上 に 位 置 す る 第  
２ 凸 部 と 、 を 有 し 、
　 前 記 第 １ 凸 部 の 剛 性 は 、 前 記 第 ２ 凸 部 の 剛 性 よ り も 低 い 医 療 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 凸 部 は 、 樹 脂 材 料 か ら な り 、 前 記 第 ２ 凸 部 は 、 金 属 材 料 か ら な る 、 請 求 項 １ に  
記 載 の 医 療 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 凸 部 と 前 記 第 ２ 凸 部 と は 、 横 断 面 が 同 一 形 状 で あ る 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２  
に 記 載 の 医 療 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ス ト レ ー ト 部 は 、 前 記 テ ー パ 部 の 基 端 側 に 設 け ら れ て い る 、 ま た は 、 前 記 テ ー パ 部  
の 先 端 側 お よ び 基 端 側 に 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の  
医 療 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ 】
　 基 端 か ら 先 端 に 向 か っ て 縮 径 す る テ ー パ 部 と 、 前 記 テ ー パ 部 に 隣 接 し か つ 長 軸 方 向 に 沿  
っ て 延 設 さ れ た 外 径 一 定 の ス ト レ ー ト 部 と 、 を 有 す る コ ア シ ャ フ ト と 、
　 前 記 テ ー パ 部 お よ び 前 記 ス ト レ ー ト 部 の 外 周 面 上 に 設 け ら れ 、 前 記 長 軸 方 向 に 沿 っ て 隣  
り 合 う 部 分 に 隙 間 を 有 し て 螺 旋 状 に 延 び る 凸 部 と 、 を 備 え る 医 療 デ バ イ ス で あ っ て 、
　 前 記 凸 部 は 、 前 記 テ ー パ 部 に 位 置 す る 第 １ 凸 部 と 、 前 記 ス ト レ ー ト 部 に 位 置 す る 第 ２ 凸  
部 と 、 を 有 し 、
　 前 記 第 １ 凸 部 は 、 前 記 第 ２ 凸 部 よ り も 高 剛 性 で あ る 医 療 デ バ イ ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
 本 発 明 は 、 医 療 デ バ イ ス に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
 胃 や 肝 臓 な ど の 臓 器 等 の 壁 に 開 け た 孔 や 、 胆 管 や 膵 管 な ど の 体 腔 内 の 狭 窄 部 等 を 拡 張 す  
る た め の 医 療 デ バ イ ス が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 医 療 デ バ イ ス は コ ア シ ャ フ ト に テ ー パ 部 が 設 け ら れ て お り 、 こ の テ ー パ 部 を  
孔 に 押 し 込 む こ と で 孔 の 拡 張 が 行 わ れ る 。 こ の テ ー パ 部 お よ び こ れ に 隣 接 す る ス ト レ ー ト  
部 の 外 周 面 上 に 螺 旋 状 の 凸 部 を 設 け る こ と が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ）  
。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 表 ２ ０ １ ４ － ５ ２ ４ ８ ０ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ の 医 療 デ バ イ ス に お い て 、 コ ア シ ャ フ ト と 凸 部 と を 硬 い 材 料 （ 例 え ば 、 ス テ  
ン レ ス 鋼 等 ） で 構 成 し た 場 合 、 十 分 な 拡 張 径 を 得 る こ と が で き る が 、 柔 軟 性 が 低 下 し 、 血  
管 等 の 屈 曲 部 の 通 過 が 難 し く な る と 考 え ら れ る 。 コ ア シ ャ フ ト と 凸 部 と を 柔 ら か い 材 料 （  
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例 え ば 、 樹 脂 等 ） で 構 成 し た 場 合 、 柔 軟 性 は よ く な る が 、 十 分 な 拡 張 径 を 得 が た い と 考 え  
ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 開 示 は 、 柔 軟 性 と 十 分 な 拡 張 径 の 得 や す さ の 両 立 が 可 能 な 医 療 デ バ イ ス を 提 供 す る こ  
と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
 か か る 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 開 示 の 一 態 様 に か か る 医 療 デ バ イ ス は 、 基 端 か ら 先 端  
に 向 か っ て 縮 径 す る テ ー パ 部 と 、 前 記 テ ー パ 部 に 隣 接 し か つ 長 軸 方 向 に 沿 っ て 延 設 さ れ た  
外 径 一 定 の ス ト レ ー ト 部 と 、 を 有 す る コ ア シ ャ フ ト と 、 前 記 テ ー パ 部 お よ び 前 記 ス ト レ ー  
ト 部 の 外 周 面 上 に 設 け ら れ 、 前 記 長 軸 方 向 に 沿 っ て 隣 り 合 う 部 分 に 隙 間 を 有 し て 螺 旋 状 に  
延 び る 凸 部 と 、 を 備 え る 医 療 デ バ イ ス で あ っ て 、 前 記 凸 部 は 、 前 記 テ ー パ 部 上 に 位 置 す る  
第 １ 凸 部 と 、 前 記 ス ト レ ー ト 部 上 に 位 置 す る 第 ２ 凸 部 と 、 を 有 し 、 前 記 第 １ 凸 部 の 剛 性 は  
、 前 記 第 ２ 凸 部 の 剛 性 よ り も 低 い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 第 １ 凸 部 は 、 樹 脂 材 料 か ら な り 、 前 記 第 ２ 凸 部 は 、 金 属 材 料 か ら な っ て い て も よ い  
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 第 １ 凸 部 と 前 記 第 ２ 凸 部 と は 、 横 断 面 が 同 一 形 状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
 前 記 ス ト レ ー ト 部 は 、 前 記 テ ー パ 部 の 基 端 側 に 設 け ら れ て い て も よ い し 、 ま た は 、 前 記  
テ ー パ 部 の 先 端 側 お よ び 基 端 側 に 設 け ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
 本 開 示 の 一 態 様 に か か る 医 療 デ バ イ ス は 、 基 端 か ら 先 端 に 向 か っ て 縮 径 す る テ ー パ 部 と  
、 前 記 テ ー パ 部 に 隣 接 し か つ 長 軸 方 向 に 沿 っ て 延 設 さ れ た 外 径 一 定 の ス ト レ ー ト 部 と 、 を  
有 す る コ ア シ ャ フ ト と 、 前 記 テ ー パ 部 お よ び 前 記 ス ト レ ー ト 部 の 外 周 面 上 に 設 け ら れ 、 前  
記 長 軸 方 向 に 沿 っ て 隣 り 合 う 部 分 に 隙 間 を 有 し て 螺 旋 状 に 延 び る 凸 部 と 、 を 備 え る 医 療 デ  
バ イ ス で あ っ て 、 前 記 凸 部 は 、 前 記 テ ー パ 部 に 位 置 す る 第 １ 凸 部 と 、 前 記 ス ト レ ー ト 部 に  
位 置 す る 第 ２ 凸 部 と 、 を 有 し 、 前 記 第 １ 凸 部 は 、 前 記 第 ２ 凸 部 よ り も 高 剛 性 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 開 示 に よ れ ば 、 柔 軟 性 と 十 分 な 拡 張 径 の 得 や す さ の 両 立 が 可 能 な 医 療 デ バ イ ス を 提 供  
す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 に か か る ダ イ レ ー タ の 概 略 的 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 ２ 実 施 形 態 に か か る ダ イ レ ー タ の 概 略 的 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 ３ 実 施 形 態 に か か る ダ イ レ ー タ の 概 略 的 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ４ 実 施 形 態 に か か る ダ イ レ ー タ の 概 略 的 側 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 開 示 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る が 、 本 開 示 は 、 当 該 図 面  
に 記 載 の 実 施 形 態 に の み 限 定 さ れ る も の で は な い 。 な お 、 図 面 に 示 し た 寸 法 は 、 実 施 内 容  
の 理 解 を 容 易 に す る た め に 示 し た 寸 法 で あ り 、 実 際 の 寸 法 に 対 応 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
 ＜ 第 １ 実 施 形 態 ＞
　 本 開 示 の 第 １ 実 施 形 態 に か か る 医 療 デ バ イ ス に つ い て 、 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。 図  
１ は 、 第 １ 実 施 形 態 に か か る 医 療 デ バ イ ス と し て の ダ イ レ ー タ １ の 概 略 的 側 面 図 で あ る 。  
図 １ に お い て 、 先 端 チ ッ プ １ １ 側 が 体 内 に 挿 入 さ れ る 先 端 側 （ 遠 位 側 ） 、 把 持 部 ４ １ 側 が  
医 師 等 の 手 技 者 に よ っ て 操 作 さ れ る 基 端 側 （ 手 元 側 、 近 位 側 ） で あ る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 ダ イ レ ー タ １ は 、 先 端 チ ッ プ １ １ と 、 コ ア シ ャ フ ト ２ １ と 、 螺 旋 状 の 凸 部 ３ １ と 、 把 持  
部 ４ １ と を 備 え る 。 先 端 チ ッ プ １ １ は 、 ダ イ レ ー タ １ の 最 先 端 部 に 位 置 し て い る 。 先 端 チ  
ッ プ １ １ は 、 コ ア シ ャ フ ト ２ １ の 先 端 に ロ ウ 材 （ 銀 錫 ロ ウ 材 、 金 錫 ロ ウ 材 等 ） を 流 し 込 ん  
で 形 成 さ れ て お り 、 そ の 形 状 は 略 円 筒 形 状 で あ り 、 内 腔 １ １ ａ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 コ ア シ ャ フ ト ２ １ は 、 テ ー パ 部 と ス ト レ ー ト 部 と を 有 す る 部 材 で あ る 。 テ ー パ 部 は 、 基  
端 か ら 先 端 に 向 か っ て 縮 径 し て い る 。 ス ト レ ー ト 部 は 、 テ ー パ 部 に 隣 接 し か つ 長 軸 方 向 に  
沿 っ て 延 設 さ れ 、 一 定 の 外 径 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 テ ー パ 部 と ス ト レ ー ト 部 と の 長 軸 方 向 に お け る 位 置 関 係 （ 前 後 関 係 ） は 特 に 限 定 さ れ な  
い 。 例 え ば 、 ダ イ レ ー タ の 先 端 か ら 、 テ ー パ 部 、 ス ト レ ー ト 部 の 順 で 配 置 さ れ て い て も よ  
く 、 ス ト レ ー ト 部 、 テ ー パ 部 の 順 で 配 置 さ れ て い て も よ く 、 ス ト レ ー ト 部 、 テ ー パ 部 、 ス  
ト レ ー ト 部 の 順 で 配 置 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 実 施 形 態 の コ ア シ ャ フ ト ２ １ は 、 １ 又 は 複 数 の 金 属 素 線 ２ １ ｗ を コ ア シ ャ フ ト ２ １ の  
長 軸 周 り へ 螺 旋 状 に 巻 回 し た コ イ ル 体 で 構 成 さ れ て い る 。 コ ア シ ャ フ ト ２ １ は 、 基 端 か ら  
先 端 へ 貫 通 す る 内 腔 ２ １ ａ を 有 す る 。 内 腔 ２ １ ａ に は 、 例 え ば 、 ガ イ ド ワ イ ヤ （ 不 図 示 ）  
等 が 挿 通 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 コ ア シ ャ フ ト ２ １ は 、 先 端 側 か ら 順 に 、 第 １ ス ト レ ー ト 部 ２ ２ と 、 テ ー パ 部 ２ ３ と 、 第  
２ ス ト レ ー ト 部 ２ ４ と 、 基 端 部 ２ ５ と を 有 す る 。 第 １ ス ト レ ー ト 部 ２ ２ は 、 先 端 チ ッ プ １  
１ の 基 端 に 接 続 さ れ 、 先 端 チ ッ プ １ １ の 基 端 か ら 基 端 側 に 向 か っ て 延 び て い る 。 テ ー パ 部  
２ ３ は 、 第 １ ス ト レ ー ト 部 ２ ２ の 基 端 に 接 続 さ れ 、 そ の 基 端 か ら 先 端 に 向 か っ て 縮 径 し て  
い る 。 第 ２ ス ト レ ー ト 部 ２ ４ は 、 テ ー パ 部 ２ ３ の 基 端 に 接 続 さ れ 、 テ ー パ 部 ２ ３ の 基 端 か  
ら 基 端 側 に 向 か っ て 延 び て い る 。 基 端 部 ２ ５ は 、 第 ２ ス ト レ ー ト 部 ２ ４ の 基 端 に 接 続 さ れ  
、 第 ２ ス ト レ ー ト 部 ２ ４ の 基 端 か ら 基 端 側 に 向 か っ て 延 び て い る 。 第 １ 、 ２ ス ト レ ー ト 部  
２ ２ 、 ２ ４ は 、 一 定 の 外 径 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 コ ア シ ャ フ ト ２ １ を 構 成 す る 素 線 ２ １ ｗ は 、 体 腔 内 に 挿 通 さ れ る こ と か ら 、 抗 血 栓 性 、  
可 撓 性 お よ び 生 体 適 合 性 を 有 し て い る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う な 素 線 を 構 成 す る 材 料 と  
し て は 、 例 え ば 、 ス テ ン レ ス 鋼 お よ び ニ ッ ケ ル － チ タ ン 等 の 超 弾 性 合 金 等 の 金 属 材 料 、 ま  
た は 、 樹 脂 材 料 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 凸 部 ３ １ は 、 テ ー パ 部 お よ び ス ト レ ー ト 部 の 外 周 面 上 に 設 け ら れ た 部 位 で あ る 。 凸 部 ３  
１ は 、 長 軸 方 向 に 沿 っ て 隣 り 合 う 部 分 に 隙 間 を 有 し て 、 螺 旋 状 に 延 び て い る 。 凸 部 ３ １ は  
、 テ ー パ 部 ２ ３ に 位 置 す る 第 １ 凸 部 ３ ２ と 、 第 １ 、 ２ ス ト レ ー ト 部 ２ ２ 、 ２ ４ に 位 置 す る  
第 ２ 凸 部 ３ ３ 、 ３ ４ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ 凸 部 ３ ２ は 、 １ 本 ま た は 複 数 本 の 素 線 ３ ２ ｗ を テ ー パ 部 ２ ３ の 外 周 面 に コ ア シ ャ フ  
ト ２ １ と は 反 対 向 き に 巻 回 し た コ イ ル 体 ３ ２ Ｃ で 構 成 さ れ て い る 。 各 第 ２ 凸 部 ３ ３ は 、 １  
本 ま た は 複 数 本 の 素 線 ３ ３ ｗ 、 ３ ４ ｗ を 第 １ 、 ２ ス ト レ ー ト 部 ２ ２ 、 ２ ４ の 外 周 面 に コ ア  
シ ャ フ ト ２ １ と は 反 対 向 き に 巻 回 し た コ イ ル 体 ３ ３ Ｃ 、 ３ ４ Ｃ で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 １ 凸 部 ３ ２ の 剛 性 は 、 第 ２ 凸 部 ３ ３ 、 ３ ４ の 剛 性 よ り も 低 く 構 成 さ れ て い る 。 例 え ば  
、 第 １ 凸 部 ３ ２ は 、 樹 脂 材 料 か ら な り 、 第 ２ 凸 部 ３ ３ 、 ３ ４ は 、 金 属 材 料 か ら な る 。 第 ２  
凸 部 ３ ３ 、 ３ ４ の 金 属 材 料 は 、 第 １ 凸 部 ３ ２ の 樹 脂 材 料 よ り も ヤ ン グ 率 が 大 き い 。 第 １ 凸  
部 ３ ２ の 素 線 ３ ２ ｗ を 構 成 す る 材 料 と し て は 、 例 え ば 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 、 ウ レ タ ン 樹  
脂 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 樹 脂 、 ポ リ ア ミ ド 樹 脂 、 フ ッ 素 樹 脂 等 の 樹 脂 材 料 が 挙 げ ら れ る 。 第 ２  
凸 部 ３ ３ 、 ３ ４ の 素 線 ３ ３ ｗ 、 ３ ４ ｗ を 構 成 す る 材 料 と し て は 、 例 え ば 、 ス テ ン レ ス 鋼 、  
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ニ ッ ケ ル - チ タ ン 合 金 等 の 超 弾 性 合 金 材 料 等 の 金 属 材 料 が 挙 げ ら れ る 。 第 １ 凸 部 ３ ２ と 第  
２ 凸 部 ３ ３ 、 ３ ４ と は 、 横 断 面 が 略 円 状 で あ り 、 同 一 形 状 で あ る 。 第 １ 凸 部 ３ ２ の 横 断 面  
と は 、 第 １ 凸 部 ３ ２ に 沿 っ て 延 び る 長 軸 で あ っ て 、 螺 旋 状 に 延 び る 長 軸 に 直 交 す る 断 面 の  
こ と で あ る 。 第 ２ 凸 部 ３ ３ 、 ３ ４ に つ い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 コ ア シ ャ フ ト ２ １ と 第 １ 凸 部 ３ ２ お よ び 第 ２ 凸 部 ３ ３ 、 ３ ４ と の 接 合 方 法 と し て は 、 例  
え ば 、 ロ ウ 材 に よ り 蝋 付 け し た り 、 接 着 剤 に よ り 接 着 し た り 、 溶 接 す る 方 法 等 が 挙 げ ら れ  
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 把 持 部 ４ １ は 、 手 技 者 が ダ イ レ ー タ １ を 体 内 に 押 し 込 ん だ り 、 回 転 操 作 を 行 っ た り す る  
部 位 で あ る 。 こ の 把 持 部 ４ １ は 、 先 端 が コ ア シ ャ フ ト ２ １ の 基 端 部 ２ ５ の 基 端 に 接 続 さ れ  
て お り 、 コ ア シ ャ フ ト ２ １ の 内 腔 ２ １ ａ に 連 通 す る 内 腔 ４ １ ａ を 有 し て い る 。 把 持 部 ４ １  
の 形 状 は 、 例 え ば 、 手 技 者 が ダ イ レ ー タ １ を 操 作 し や す い 形 状 に 形 成 す る こ と が で き る 。  
内 腔 １ １ ａ 、 内 腔 ２ １ ａ 、 お よ び 内 腔 ４ １ ａ に よ り ル ー メ ン Ｌ が 形 成 さ れ る 。 ル ー メ ン Ｌ  
に は 、 例 え ば 、 ガ イ ド ワ イ ヤ な ど が 挿 通 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
 次 に 、 当 該 ダ イ レ ー タ １ の 使 用 態 様 の 一 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 導 入 針 （ 不 図 示 ） を 用 い て 処 置 す る 部 位 （ 例 え ば 、 胃 や 肝 臓 等 の 臓 器 の 壁 な ど 、 以 下 、  
「 被 拡 径 部 」 と も い う ） に 孔 を 開 け た 後 、 こ の 孔 を ダ イ レ ー タ １ を 用 い て 拡 張 す る 手 技 に  
つ い て 例 示 す る 。 ま ず 、 導 入 針 を 用 い て 被 拡 径 部 を 穿 刺 し て 孔 を 開 け る 。 次 い で 、 導 入 針  
の 内 腔 に ガ イ ド ワ イ ヤ を 挿 入 し た 後 、 導 入 針 を 抜 き 取 る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 基 端 を 当 該 ダ イ レ ー タ １ の 内 腔 Ｌ に 差 し 入 れ 、 ダ イ レ ー タ １ を 身  
体 に 挿 入 す る 。 次 い で 、 把 持 部 ４ １ を 操 作 し な が ら コ ア シ ャ フ ト ２ １ を 回 転 さ せ ず に ガ イ  
ド ワ イ ヤ に 沿 っ て 血 管 等 の 屈 曲 部 を 通 過 さ せ 、 ダ イ レ ー タ １ の 先 端 部 を 被 拡 径 部 の 直 前 ま  
で デ リ バ リ ー す る 。 次 い で 、 先 端 チ ッ プ １ １ を 被 拡 径 部 の 孔 に 挿 入 し 、 把 持 部 ４ １ を 操 作  
し て コ ア シ ャ フ ト ２ １ を 回 転 さ せ て ダ イ レ ー タ １ を 押 し 進 め 、 被 拡 径 部 の 孔 を 拡 張 す る 。  
こ の 際 、 コ ア シ ャ フ ト ２ １ の 回 転 操 作 に よ る 螺 旋 状 の 第 １ 凸 部 ３ ２ の ネ ジ 作 用 等 に よ り テ  
ー パ 部 ２ ３ が 前 進 す る た め 、 テ ー パ 部 ２ ３ に よ る 孔 の 拡 張 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 ダ イ レ ー タ １ で は 、 第 １ 凸 部 ３ ２ の 剛 性 は 、 第 ２ 凸 部 ３ ３ 、 ３ ４ の 剛 性  
よ り も 低 く 構 成 さ れ て い る の で 、 屈 曲 部 を 通 過 時 に 必 要 な 柔 軟 性 を 得 る こ と が で き る 。 第  
２ 凸 部 ３ ３ 、 ３ ４ は 、 第 １ 凸 部 ３ ２ よ り も 高 剛 性 で あ る の で 、 孔 の 拡 張 径 を 十 分 に 得 る こ  
と が で き る 。 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 の ダ イ レ ー タ １ に よ れ ば 、 屈 曲 部 通 過 時 の 柔 軟 性 お  
よ び 孔 の 十 分 な 拡 張 径 の 得 や す さ の 両 立 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
＜ 第 ２ 実 施 形 態 ＞
　 本 開 示 の 第 ２ 実 施 形 態 に か か る ダ イ レ ー タ に つ い て 、 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。 図 ２  
は 、 第 ２ 実 施 形 態 に か か る ダ イ レ ー タ １ ０ １ の 概 略 的 側 面 図 で あ る 。 図 ２ に お い て 、 先 端  
チ ッ プ １ １ 側 が 体 内 に 挿 入 さ れ る 先 端 側 （ 遠 位 側 ） 、 把 持 部 ４ １ 側 が 医 師 等 の 手 技 者 に よ  
っ て 操 作 さ れ る 基 端 側 （ 手 元 側 、 近 位 側 ） で あ る 。 な お 、 本 実 施 形 態 の ダ イ レ ー タ １ ０ １  
は 、 第 １ 実 施 形 態 の ダ イ レ ー タ １ と 基 本 的 に は 同 じ 構 造 で あ る た め 、 同 じ 部 材 に つ い て は  
同 一 番 号 を 付 し 、 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ダ イ レ ー タ １ ０ １ は 、 先 端 チ ッ プ １ １ と 、 コ ア シ ャ フ ト １ ２ １ と 、 螺 旋 状 の 凸 部 １ ３ １  
と 、 把 持 部 ４ １ と を 備 え る 。 コ ア シ ャ フ ト １ ２ １ は 、 テ ー パ 部 と ス ト レ ー ト 部 と を 有 す る  
部 材 で あ る 。 テ ー パ 部 は 、 基 端 か ら 先 端 に 向 か っ て 縮 径 し て い る 。 ス ト レ ー ト 部 は 、 テ ー  
パ 部 に 隣 接 し か つ 長 軸 方 向 に 沿 っ て 延 設 さ れ 、 一 定 の 外 径 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 本 実 施 形 態 の コ ア シ ャ フ ト １ ２ １ は 、 １ 又 は 複 数 の 金 属 素 線 １ ２ １ ｗ を コ ア シ ャ フ ト １  
２ １ の 長 軸 周 り へ 螺 旋 状 に 巻 回 し た コ イ ル 体 で 構 成 さ れ て い る 。 コ ア シ ャ フ ト １ ２ １ は 、  
基 端 か ら 先 端 へ 貫 通 す る 内 腔 １ ２ １ ａ を 有 す る 。 内 腔 １ ２ １ ａ に は 、 例 え ば 、 ガ イ ド ワ イ  
ヤ （ 不 図 示 ） 等 が 挿 通 さ れ る 。 内 腔 １ １ ａ 、 内 腔 １ ２ １ ａ 、 お よ び 内 腔 ４ １ ａ に よ り ル ー  
メ ン Ｌ が 形 成 さ れ る 。 コ ア シ ャ フ ト １ ２ １ は 、 先 端 側 か ら 順 に 、 テ ー パ 部 ２ ３ と 、 ス ト レ  
ー ト 部 ２ ４ と 、 基 端 部 ２ ５ と を 有 す る 。 テ ー パ 部 ２ ３ の 先 端 に は 、 先 端 チ ッ プ １ １ が 接 続  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 凸 部 １ ３ １ は 、 テ ー パ 部 お よ び ス ト レ ー ト 部 の 外 周 面 上 に 設 け ら れ た 部 位 で あ る 。 凸 部  
１ ３ １ は 、 長 軸 方 向 に 沿 っ て 隣 り 合 う 部 分 に 隙 間 を 有 し て 、 螺 旋 状 に 延 び て い る 。 凸 部 １  
３ １ は 、 テ ー パ 部 ２ ３ に 位 置 す る 第 １ 凸 部 ３ ２ と 、 ス ト レ ー ト 部 ２ ４ に 位 置 す る 第 ２ 凸 部  
３ ４ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 実 施 形 態 の ダ イ レ ー タ １ ０ １ に よ っ て も 、 第 １ 実 施 形 態 の ダ イ レ ー タ １ と 同 様 に 、 屈  
曲 部 通 過 時 の 柔 軟 性 お よ び 孔 の 十 分 な 拡 張 径 の 得 や す さ の 両 立 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
＜ 第 ３ 実 施 形 態 ＞
　 本 開 示 の 第 ３ 実 施 形 態 に か か る ダ イ レ ー タ に つ い て 、 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。 図 ３  
は 、 第 ３ 実 施 形 態 に か か る ダ イ レ ー タ ２ ０ １ の 概 略 的 側 面 図 で あ る 。 図 ３ に お い て 、 先 端  
チ ッ プ １ １ 側 が 体 内 に 挿 入 さ れ る 先 端 側 （ 遠 位 側 ） 、 把 持 部 ４ １ 側 が 医 師 等 の 手 技 者 に よ  
っ て 操 作 さ れ る 基 端 側 （ 手 元 側 、 近 位 側 ） で あ る 。 な お 、 本 実 施 形 態 の ダ イ レ ー タ ２ ０ １  
に お い て 、 第 １ 実 施 形 態 の ダ イ レ ー タ １ と 同 じ 部 材 に つ い て は 同 一 番 号 を 付 し 、 詳 細 な 説  
明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ダ イ レ ー タ ２ ０ １ は 、 先 端 チ ッ プ １ １ と 、 コ ア シ ャ フ ト ２ ２ １ と 、 螺 旋 状 の 凸 部 ３ １ と  
、 把 持 部 ４ １ と を 備 え る 。 コ ア シ ャ フ ト ２ ２ １ は 、 テ ー パ 部 と ス ト レ ー ト 部 と を 有 す る 部  
材 で あ る 。 テ ー パ 部 は 、 基 端 か ら 先 端 に 向 か っ て 縮 径 し て い る 。 ス ト レ ー ト 部 は 、 テ ー パ  
部 に 隣 接 し か つ 長 軸 方 向 に 沿 っ て 延 設 さ れ 、 一 定 の 外 径 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 実 施 形 態 の コ ア シ ャ フ ト ２ ２ １ は 、 一 体 的 に 形 成 さ れ た 中 空 形 状 の シ ャ フ ト で 構 成 さ  
れ て い る 。 コ ア シ ャ フ ト ２ ２ １ は 、 基 端 か ら 先 端 へ 貫 通 す る 内 腔 ２ ２ １ ａ を 有 す る 。 内 腔  
１ １ ａ 、 内 腔 ２ ２ １ ａ 、 お よ び 内 腔 ４ １ ａ に よ り ル ー メ ン Ｌ が 形 成 さ れ る 。 コ ア シ ャ フ ト  
２ ２ １ は 、 先 端 側 か ら 順 に 、 第 １ ス ト レ ー ト 部 ２ ２ ２ と 、 テ ー パ 部 ２ ２ ３ と 、 第 ２ ス ト レ  
ー ト 部 ２ ２ ４ と 、 基 端 部 ２ ２ ５ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 １ ス ト レ ー ト 部 ２ ２ ２ は 、 先 端 チ ッ プ １ １ の 基 端 に 接 続 さ れ 、 先 端 チ ッ プ １ １ の 基 端  
か ら 基 端 側 に 向 か っ て 延 び て い る 。 テ ー パ 部 ２ ２ ３ は 、 第 １ ス ト レ ー ト 部 ２ ２ ２ の 基 端 に  
接 続 さ れ 、 そ の 基 端 か ら 先 端 に 向 か っ て 縮 径 し て い る 。 第 ２ ス ト レ ー ト 部 ２ ２ ４ は 、 テ ー  
パ 部 ２ ２ ３ の 基 端 に 接 続 さ れ 、 テ ー パ 部 ２ ２ ３ の 基 端 か ら 基 端 側 に 向 か っ て 延 び て い る 。  
基 端 部 ２ ２ ５ は 、 第 ２ ス ト レ ー ト 部 ２ ２ ４ の 基 端 に 接 続 さ れ 、 第 ２ ス ト レ ー ト 部 ２ ２ ４ の  
基 端 か ら 基 端 側 に 向 か っ て 延 び て い る 。 第 １ 、 ２ ス ト レ ー ト 部 ２ ２ ２ 、 ２ ２ ４ は 、 一 定 の  
外 径 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 コ ア シ ャ フ ト ２ ２ １ を 構 成 す る 材 料 は 、 体 腔 内 に 挿 通 さ れ る こ と か ら 、 抗 血 栓 性 、 可 撓  
性 お よ び 生 体 適 合 性 を 有 し て い る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う な 材 料 と し て は 、 例 え ば 、 ポ  
リ ア ミ ド 樹 脂 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 樹 脂 、 ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 、 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 、 シ リ コ ー ン  
樹 脂 、 フ ッ 素 樹 脂 な ど の 樹 脂 材 料 ； ス テ ン レ ス 鋼 、 超 弾 性 合 金 （ ニ ッ ケ ル － チ タ ン 合 金 ）  
な ど の 金 属 材 料 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 凸 部 ３ １ は 、 テ ー パ 部 お よ び ス ト レ ー ト 部 の 外 周 面 上 に 設 け ら れ て い る 。 凸 部 ３ １ は 、  
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テ ー パ 部 ２ ２ ３ に 位 置 す る 第 １ 凸 部 ３ ２ と 、 第 １ 、 ２ ス ト レ ー ト 部 ２ ２ ２ 、 ２ ２ ４ に 位 置  
す る 第 ２ 凸 部 ３ ３ 、 ３ ４ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 コ ア シ ャ フ ト ２ ２ １ と 第 １ 凸 部 ３ ２ お よ び 第 ２ 凸 部 ３ ３ 、 ３ ４ と の 接 合 方 法 と し て は 、  
例 え ば 、 ロ ウ 材 に よ り 蝋 付 け し た り 、 接 着 剤 に よ り 接 着 し た り 、 溶 接 す る 方 法 等 が 挙 げ ら  
れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の ダ イ レ ー タ ２ ０ １ に よ っ て も 、 第 １ 実 施 形 態 の ダ イ レ ー タ １ と 同 様 に 、 屈  
曲 部 通 過 時 の 柔 軟 性 お よ び 孔 の 十 分 な 拡 張 径 の 得 や す さ の 両 立 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
＜ 第 ４ 実 施 形 態 ＞
　 本 開 示 の 第 ４ 実 施 形 態 に か か る ダ イ レ ー タ に つ い て 、 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。 図 ４  
は 、 第 ４ 実 施 形 態 に か か る ダ イ レ ー タ ３ ０ １ の 概 略 的 側 面 図 で あ る 。 図 ４ に お い て 、 先 端  
チ ッ プ １ １ 側 が 体 内 に 挿 入 さ れ る 先 端 側 （ 遠 位 側 ） 、 把 持 部 ４ １ 側 が 医 師 等 の 手 技 者 に よ  
っ て 操 作 さ れ る 基 端 側 （ 手 元 側 、 近 位 側 ） で あ る 。 な お 、 本 実 施 形 態 の ダ イ レ ー タ ３ ０ １  
に お い て 、 第 ３ 実 施 形 態 の ダ イ レ ー タ ２ ０ １ と 同 じ 部 材 に つ い て は 同 一 番 号 を 付 し 、 詳 細  
な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ダ イ レ ー タ ３ ０ １ は 、 先 端 チ ッ プ １ １ と 、 コ ア シ ャ フ ト ２ ２ １ と 、 螺 旋 状 の 凸 部 ３ ３ １  
と 、 把 持 部 ４ １ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 凸 部 ３ ３ １ は 、 テ ー パ 部 、 ま た は テ ー パ 部 お よ び ス ト レ ー ト 部 の 外 周 面 上 に 設 け ら れ た  
部 位 で あ る 。 凸 部 ３ ３ １ は 、 長 軸 方 向 に 沿 っ て 隣 り 合 う 部 分 に 隙 間 を 有 し て い る 。 凸 部 ３  
３ １ は 、 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 テ ー パ 部 や ス ト レ ー ト 部 の 外 周 面 か ら 半 径 方 向 外 側 に 突 出  
し 、 か つ 長 軸 方 向 に 連 続 ま た は 断 続 し た 一 条 ま た は 多 条 の 突 起 部 で 構 成 す る こ と が で き る  
。 本 実 施 形 態 で は 、 凸 部 ３ ３ １ と コ ア シ ャ フ ト ２ ２ １ と が 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。 凸 部  
３ ３ １ は 、 テ ー パ 部 ２ ２ ３ に 位 置 す る 第 １ 凸 部 ３ ３ ２ と 、 第 １ 、 ２ ス ト レ ー ト 部 ２ ２ ２ 、  
２ ２ ４ に 位 置 す る 第 ２ 凸 部 ３ ３ ３ 、 ３ ３ ４ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て コ ア シ ャ フ ト ２ ２ １ お よ び 凸 部 ３ ３ １ を 構 成 す る 材 料 は 、 ス テ ン レ  
ス 鋼 、 超 弾 性 合 金 （ ニ ッ ケ ル － チ タ ン 合 金 ） な ど の 金 属 材 料 等 が 挙 げ ら れ る 。 凸 部 ３ ３ １  
は 、 コ ア シ ャ フ ト ２ ２ １ と 鋳 造 等 に よ り 一 体 に 成 型 さ れ て い る 。 第 １ 凸 部 ３ ３ ２ に 熱 処 理  
等 を 行 う こ と に よ り 、 第 １ 凸 部 ３ ３ ２ の 剛 性 は 、 第 ２ 凸 部 ３ ３ ３ 、 ３ ３ ４ の 剛 性 よ り も 低  
く 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 実 施 形 態 の ダ イ レ ー タ ３ ０ １ に よ っ て も 、 第 １ 実 施 形 態 の ダ イ レ ー タ １ と 同 様 に 、 屈  
曲 部 通 過 時 の 柔 軟 性 お よ び 孔 の 十 分 な 拡 張 径 の 得 や す さ の 両 立 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
 以 上 、 本 開 示 の 実 施 形 態 に つ い て 述 べ て き た が 、 上 述 し た 実 施 形 態 の 構 成 に 限 定 さ れ る  
も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 示 さ れ 、 特 許 請 求 の 範 囲 と 均 等 の 意 味 お よ び 範 囲  
内 で の 全 て の 変 更 が 含 ま れ る こ と が 意 図 さ れ る 。 上 述 し た 実 施 形 態 の 構 成 の う ち の 一 部 を  
削 除 し た り 、 他 の 構 成 に 置 換 し た り し て も よ く 、 上 述 し た 実 施 形 態 の 構 成 に 他 の 構 成 を 追  
加 等 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 例 え ば 、 第 ３ 、 ４ 実 施 形 態 に お い て 、 コ ア シ ャ フ ト ２ ２ １ は 、 第 １ ス ト レ ー ト 部 ２ ２ ２  
を 有 し て い た が 、 第 １ ス ト レ ー ト 部 ２ ２ ２ を 有 さ な く て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 先 端 チ ッ  
プ １ １ の 基 端 に テ ー パ 部 ２ ２ ３ が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 第 １ 凸 部 ３ ２ を 構 成 す る 材 料 は 、 樹 脂 材 料 で あ り 、 第 ２  
凸 部 ３ ３ 、 ３ ４ を 構 成 す る 材 料 は 、 金 属 材 料 で あ っ た 。 し か し 、 第 １ 凸 部 ３ ２ の 剛 性 を 、  
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第 ２ 凸 部 ３ ３ 、 ３ ４ の 剛 性 よ り も 低 く で き れ ば 、 第 １ 凸 部 ３ ２ を 構 成 す る 材 料 お よ び 第 ２  
凸 部 ３ ３ 、 ３ ４ を 構 成 す る 材 料 は 、 樹 脂 材 料 で あ っ て も よ い し 、 金 属 材 料 で あ っ て も よ い  
。 ま た 、 第 １ 凸 部 ３ ２ 、 ３ ３ ２ の 剛 性 を 第 ２ 凸 部 ３ ３ 、 ３ ４ 、 ３ ３ ３ 、 ３ ３ ４ の 剛 性 よ り  
も 低 く 構 成 し た 。 し か し 、 第 １ 凸 部 ３ ２ 、 ３ ３ ２ の 剛 性 を 、 第 ２ 凸 部 ３ ３ 、 ３ ４ 、 ３ ３ ３  
、 ３ ３ ４ の 剛 性 よ り も 高 く 構 成 し て も よ い 。 当 該 構 成 を 有 す る ダ イ レ ー タ に よ れ ば 、 十 分  
な 拡 張 径 を 得 る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
１ 、 １ ０ １ 、 ２ ０ １ 、 ３ ０ １ ： ダ イ レ ー タ
２ １ 、 １ ２ １ ： コ ア シ ャ フ ト
２ ２ 、 ２ ２ ２ ： 第 １ ス ト レ ー ト 部
２ ３ 、 ２ ２ ３ ： テ ー パ 部
２ ４ 、 ２ ２ ４ ： 第 ２ ス ト レ ー ト 部
３ １ 、 ３ ３ １ ： 凸 部
３ ２ 、 ３ ３ ２ ： 第 １ 凸 部
３ ３ 、 ３ ４ 、 ３ ３ ３ 、 ３ ３ ４ ： 第 ２ 凸 部
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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